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山及び左安門外の十里河といった地域で最も盛んに見られる[李家瑞 1937 : 456-457より



































又有領袖人物指拝一切， SE在有了富家的錐形了! [頗誤用IJ 1928: 26J 
彼らの組織が、いかに精密なものであることか!彼らは財政、儀礼、警察、交通、兵糧-
といった各方面について専門員を置き、管理に当たらせるほか、指導者を立てて一切を指







































































































































跨路，イ尚或安封1:不当， ~IJ 友生沖突，好勇斗狼， !賠牲生命，往往有之。[特引自列、景E菜、対思



















































必7'J治道大輩。[<<清実景》第 3加 1985 : 8-9 ] 
天子のおひざもとで、参拝を言い訳にして、旗を掲げて太鼓を鳴らし、男女とも騒ぎ回り、
通りを賑わせて、公然と勝手に振る舞う。これは立法を以て厳禁しない限り、治国の障害と




































































































碧i霞霊元君娘娘に 1供9共J物を納めているのだjということもある o (3) 1仲伏J(中伏ともいう)。途
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